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カネヒラ Acheilognathus rhombeus (Temminck and Schlegel, 
1846) はコイ目コイ科タナゴ亜科に属する純淡水魚類である

（北村・内山 , 2020）。本種は 9 月から 11 月にかけてイシガ
イ目二枚貝（以下、イシガイ目）の鰓内に産卵し、孵化し
た仔魚は 4 月から 6 月にかけて二枚貝から脱出して浮上す
る（北村・内山 , 2020）。本種の自然分布域は琵琶湖以西の
本州、四国、九州、および国外では韓国であるが、関東地
方をはじめとする他の地域にも人為的に移植されている（北
村・内山 , 2020；Miyake et al., 2021）。本種の自然分布域外
である千葉県においては、これまでその生息が確認されて
いるのは利根川水系のみとされている（千葉県 , 2012）。

今回、著者らは利根川水系とは異なる千葉県山武地域に
位置する農業用水路でカネヒラを採集し、繁殖を確認した。
本調査地の水系からは過去に記録がなく、新たな分布記録
と考えられるので報告する。なお、本報では人為的な二次
的拡散の恐れがあるため、調査地点の詳細情報については
公開しない。

材料と方法

魚類の採集および計測
2021 年 9 月 21 日に千葉県山武地域に位置する農業用水路

でタモ網を用いて魚類の採集を行った。採集した魚類のう
ち、現地でカネヒラと同定した個体を水と共に冷凍して保
存した。その後、保存した個体を解凍して 10% ホルマリン
溶液で固定後、写真撮影および計数・計測を行った。計数・
計測は Hubbs et al.（2004）、岸本（2006）に従い、標準体長（SL）、
体高、頭長、吻長、眼径、口ひげ長、尾柄長、尾柄高、背
鰭鰭条数、臀鰭鰭条数、胸鰭軟条数、腹鰭軟条数、側線鱗
数、側線上方横列鱗数、側線下方横列鱗数を計測した。尾
柄長については、臀鰭基底から尾鰭基底までの最短距離と、
投影長の 2 通りで計測した。なお、KPM-NI 70973 の口ひげ
長の計測値は左側の口ひげが欠損していたため、右側のも
のを使用した。色彩の記載は生鮮時のカラー写真に基づく。
標本については神奈川県立生命の星・地球博物館（KPM）
に登録、保管した。

繁殖状況の確認
簡易的な予備調査においてイシガイ目の生息範囲と優占

種がイシガイ Unio douglasiae nipponensis であったことを確
認した。そこで、当該農業用水路でのタナゴ亜科の繁殖状
況について調査を行った。調査地の水路 700 m の区間内に
約 5 m の小区間 A ～ C を設定した。主な対象をイシガイ
としたが、他種が採集された場合繁殖状況の確認対象とし
た。本調査は 2022 年 3 月 13 日と 3 月 28 日に行った。徒手
で水路の底を掘って各区間から 10 ～ 14 個体を採集し、実
験室に持ち帰った。その後開口器（佐々木商工株式会社）
を用いて鰓内を観察し、タナゴ亜科の仔魚の有無、形態を
確認した。小区間 A と B ではイシガイの生息密度も合わせ
て調査したが、地点 C は調査時の水深が深くイシガイの生
息密度の計測が困難であったため、予備調査時のデータを
使用した。そのため、殻長データは得られなかった。イシ
ガイ目は近藤（2008）に従って外部形態による種同定を行
い、殻長を計測した。なお、国内のイシガイ科は近年、分
子系統解析による新分類体系が報告されている（Lopes-Lima 
et al., 2020; 近藤 , 2020）。しかし、本研究では分子系統解析
が困難であったことから、従来の外部形態による同定を行
い千葉県レッドデータブックの表記に準じた。採集された
全種を 1 個体ずつ標本にした。標本は殻と軟体部に分け、
軟体部は 70% エタノールで、その一部を DNA 標本として
99% エタノールで固定した。各計測には、デジタルノギス

（株式会社ミツトヨ）を用いて 0.01 mm 単位で行った。イシ
ガイ目の標本は著者（中村）所蔵とした。

カネヒラ（図 1 A–E）
Acheilognathus rhombeus (Temminck and Schlegel, 1846)

標本
KPM-NI 70972, 雌 , 67.86  mm SL, 千 葉 県 大 網 白 里 市 , 

2021 年 9 月 21 日 , タモ網 , 中村亮太採集； KPM-NI 70973, 

雌 , 69.19 mm SL, 同； KPM-NI 70974, 雌 , 69.71 mm SL, 同； 
KPM-NI 70975, 雄 ,  71. 25 mm SL, 同； KPM-NI70976, 雄 , 

71.45 mm SL, 同 . 
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結果と考察

採集したカネヒラの形態
採集された個体は、側線が完全、臀鰭基部は背鰭基底後

端より前で、口ひげをもち、口ひげ長は眼径の半分以下。
背鰭鰭条間の鰭膜にある黒斑は基底付近に位置する、体側
に 1 本の暗色縦帯がある、背鰭分岐枝条数が 12–13、臀鰭分
岐枝条数が 9–10、胸鰭軟条数が 14–15、腹鰭軟条数が 8、側
線鱗数が 36–38、側線上方横列鱗数が 6–7、側線下方横列鱗
数が 4–7、鰓蓋上部すぐ後ろに青色の 1 斑点を有する。以上
の特徴が宮地ほか （1976）、Arai et al.（2007）、細谷（2013）、
北村・内山（2020）の定義するカネヒラの特徴にほぼ一致
したため本種に同定された。

記載
採集された個体の計測結果を表 1 に示した。これらの個

体は、体は楕円形で側扁する。体背縁は吻端から背鰭基部
にかけて緩やかに上昇し、そこから尾鰭基部にかけて下降
する。体腹縁は吻端から胸鰭後端の直下まで下降し、そこ
から臀鰭起部まで体軸と平行に伸び、そこから尾鰭基部に
までほぼ直線に上昇する。吻はやや尖り、口は小さい。口
ひげは上顎後端に位置し、短い。目は正円形に近く、上顎
後端直上よりやや後方に位置する。側線は完全で、鰓蓋上
方から始まり、臀鰭基部直上付近まで緩やかに下降し、そ
こから尾柄にかけてほぼ直線状に伸びる。胸鰭後端は腹鰭
起部直上に達しない。腹鰭基部は背鰭基部直下のやや前方
に位置する。尾鰭は二叉形で、両葉後端はやや尖る。

図 1. カネヒラ（A: KPM-NI 70972; B: KPM-NI 70973; C: KPM-NI 70972; D: KPM-NI 70972; E: KPM-NI 70976）瀬能宏・和田英敏

撮影
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色彩
雄個体（KPM-NI 70975, KPM-NI 70976）では、体背面お

よび吻端から頭頂にかけては茶褐色。瞳孔は黒色で虹彩は
赤みを帯びる。主鰓蓋骨周辺は桃色で主鰓蓋骨の上部に暗
青色の 1 斑点を持つ。体側上部は茶褐色で体側下部は銀白色。
腹部はわずかに黒色を帯びる。尾鰭基底から臀鰭起部直上
までを青い 1 縦帯が通る。背鰭、臀鰭、腹鰭は桃色。胸鰭
は半透明でわずかに黄色みを帯びる。尾鰭は白色半透明。
雌個体（KPM-NI 70972, KPM-NI 70973, KPM-NI 70974）では、
体背面および吻端から頭頂にかけては茶褐色。瞳孔は黒色
で虹彩は銀色。主鰓蓋骨周辺は銀白色で主鰓蓋骨の上部に
暗青色の 1 斑点を持つ。体側上部は茶褐色で腹部は銀白色。
尾鰭基底から臀鰭起部直上までを青い 1 縦帯が通る。背鰭、
胸鰭、臀鰭、腹鰭、尾鰭は半透明でわずかに黄色みを帯びる。
繁殖状況の確認

イシガイ目は近藤（2008）の外部形態をもとに 3 種が
確認された（図 2 A–C）。イシガイのほかマツカサガイ
Pronodularia japanensis 2 個体は種レベルまで同定された。
一方、ドブガイ属 Anodonta sp.1 個体は判別が困難であった
ことから属レベルに留めた。

繁殖確認調査の結果を表 2 に示した。産卵母貝の利用状
況としては、イシガイでのみタナゴ亜科の仔魚が確認され
た。これらの仔魚は、産卵母貝の利用状況調査を行った時
期が 3 月中旬であり、調査地の水温が低温で春産卵型のタ
ナゴ亜科魚類の繁殖に適さない。タイリクバラタナゴに見
られる翼状突起が見られない。秋産卵型であるゼニタナゴ A. 
typus は千葉県レッドリストにおいて絶滅したとされており 

（千葉県 , 2019）、著者らも本水路では確認できなかった。以
上の理由により、カネヒラであることが強く推察される。

千葉県はカネヒラの自然分布域ではないが、県内で利根
川水系内に位置する手賀沼水系と印旛沼水系からすでに記
録がある（千葉県 , 2012）。しかし、1990 年代に行われた魚
類調査では山武地域の河川においてカネヒラは記録されて
いない（梶山 , 1996; 平田・永野 , 2000）。タナゴ亜科の導入
には一般的には 2 つのパターンが知られている。1 つ目は、
放流行為による導入である。近年、タナゴ亜科は釣り人や
愛好家による生息域外への放流が問題視されている（熊谷 , 
2016）。各地での水産資源の放流に伴う混入に加え、私的な
放流に由来するとみられるタナゴ亜科が確認されている（梅
村ほか , 2012; 熊谷・萩原 , 2014; 松葉ほか , 2014; 泉ほか , 

表 1. 各標本および文献におけるカネヒラの形態的特徴

表 2. イシガイの生息密度および産卵母貝利用状況
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2018; 伊藤ほか , 2020; 谷口ほか , 2020; 田中・富永 , 2022）。
一般的にこのような放流は在来のタナゴ亜科との餌資源や
産卵母貝をめぐる競争や、種間交雑を招く恐れがあると指
摘されている（金尾ほか , 2012; 熊谷 , 2016）。2 つ目は、タ
ナゴ亜科の卵が産み付けられたイシガイ目の導入である。
タイリクバラタナゴRhodeus ocellatus ocellatusの分布拡大は、
真珠養殖用のイシガイ目の導入に由来するとされる（萩原・
熊谷 , 2007; 北村・内山 , 2020）。本調査地ではこれら 2 つの
可能性に加えて、利根川からの送水に伴って侵入した可能
性が想定される。本調査地は利根川水系とは水系が異なる
ものの、1965 年以降農業用に設置された両総用水を介して
利根川から送水が行なわれている（千葉県 , 2022）。今回、
導入経路は特定できなかったものの本調査地のカネヒラは
少なくとも 2000 年代以降に侵入した可能性が高く、現在イ
シガイを産卵母貝として利用し再生産しているとみられる。

本調査地と同一水系ではヤリタナゴ T. lanceolata の生息を
確認している（中村 , 未発表データ）。本調査地におけるヤ
リタナゴの在来性については不明であるが、県レッドリス
トで本種は重要保護生物に選定されている（千葉県 , 2019）。
本調査地においてカネヒラはヤリタナゴとの餌資源や産卵
母貝をめぐる競争を引き起こす可能性が懸念される。また、
本調査で確認されたイシガイとマツカサガイは、県レッド
リストにおいてそれぞれ要注意生物と絶滅危惧種に選定さ

れている（千葉県 , 2019）。本調査地はイシガイが高密度に
生息しており、タナゴ亜科など希少淡水魚類の生息に適し
た環境であると考えられる。イシガイ目は開発などによる
生息環境の悪化により生息が脅かされており（近藤 , 2021）、
これらの保全も合わせて検討するべきである。本報の結果
は、県内においても他地域と同様に外来タナゴ亜科の分布
が拡大していることを示す可能性がある。今後、本調査地
を含む県内におけるタナゴ亜科の分布実態の把握、本調査
地で確認されたカネヒラの影響を明らかにする必要がある。
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図 2. 採集したイシガイ目（A: イシガイ ; B: マツカサガイ ; C: ドブガイ属）泉北斗撮影
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